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During the First Empire of Napoleon I, civic education was replaced by moral and religious 
education in elementary schools again.  At that time, only one textbook (the book of catechism) was 
made and used all over France.  This book was used to instruct on Christianity and the admiration of 
the emperor. 
     After Restoration, monitorial system was imported, but that was not compatible for religious 
(catholic) education in France and did not became widespread.    After Loi Guizot (1833), the State 
required every commune to make at least one primary school, and the number of primary school 

















































年 5 月 10 日の法律であり，その第 1 条で「すべての帝国







するものとして，1808 年 3 月 17 日のデクレが出される。






















































































































































1814 年 4 月にルイ 18 世がイギリスから帰国して第一
次復古王政となり，一時期ナポレオンの「百日天下」の
時期を経て，1815 年 7 月 8 日に第二次復古王政となり，



































































手引書の使用は事前使用許可制であった。1815 年 10 月
























































































1830 年，シャルル 10 世の反動的な政治に対して，7








自由（L'instruction publique et la liberté de l'enseignement）」










1830 年から 32 年にかけて，教育に関する五つの法案
が審議されたが，いずれも可決にまでには至らなかった。
そのうちの一つが「モンタリヴェ法案」である44。初等




















































































































































































































































































































































































































































スにおける Monitorial System の導入とその展開」『東
北大学教育学部研究年報』 第 20 集，1972 年，pp. 
125-151、中村睦男「フランスにおける教育の自由法
理の形成（二）」（『北大法学論集』第 24 巻第 1 号，1973
年，pp. 37-142.），成嶋隆「フランスにおける公教育
法制の成立（二）（三）」（『法政理論』第 12 巻第１号，
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